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(57)【要約】
【課題】車両用シートの支持面を面状弾性体で構成した
場合における着座状態でのフィット感を良好なものとし
つつ、着座者の横移動時におけるその取付け枠体等への
当接による異物感をなくするか、ないしは軽減を図る。
【解決手段】ネットシート４０の端部を樹脂枠体１６に
張設して取付けて着座者Ｍの支持面を形成する。樹脂枠
体１６に取付けられるネットシート４０を該取付け位置
より着座者側の前方位置に張り出させて支持するガイド
部材１８が樹脂枠体１６への取付け位置より内周部位置
に配設されており、ガイド部材１８のネットシート４０
を張り出させて支持する端部は前記樹脂枠体１６に対し
て支持面の幅方向に移動可能とされている。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　面状弾性体の端部を枠体に張設して取付けて着座者の支持面を形成してなる車両用シー
トであって、
　前記枠体に取付けられる面状弾性体を該取付け位置より着座者側の前方位置に張り出さ
せて支持するガイド部材が該枠体への取付け位置より内周部位置に配設されており、該ガ
イド部材の面状弾性体を張り出させて支持する端部は前記枠体に対して支持面の幅方向に
移動可能とされていることを特徴とする車両用シート。
【請求項２】
　請求項1に記載の車両用シートであって、
　前記面状弾性体を取付ける枠体と、該枠体に取付けた面状弾性体を該取付け位置より着
座者側の前方位置に張り出させて支持するガイド部材とは別部材で構成されており、該枠
体とガイド部材とは共に当該車両用シートの骨格を形成するフレームに取り付けられてい
ることを特徴とする車両用シート。
【請求項３】
　請求項２に記載の車両用シートであって、
　前記ガイド部材は前記フレームに取付け固定される基部と前記面状弾性を張り出し方向
に支持する支持部位とがインテグラルヒンジを介して接続構成されており、前記支持部位
はインテグラルヒンジを回動中心として支持面の幅方向に回動可能とされていることを特
徴とする車両用シート。

                                                                                
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車両用シートに関する。詳しくは、ネットシート等の面状弾性体の端部を枠
体に張設して取付けて着座者の支持面を形成する車両用シートに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、一般的な車両用シートは、着座者の座部となるシートクッションと、着座者の背
凭れとなるシートバックと、頭を支持するヘッドレストとから成っている。これら車両用
シートの各構成部材の着座者を支持する支持面は、薄型化及び軽量化の観点からネットシ
ート等の面状弾性体で形成される技術が提案されている（特許文献１参照）。
　図８（Ａ）は着座者の支持面をネットシート１４０の面状弾性体で形成したシートバッ
ク１１２の無負荷状態（未着座状態）を示す。実線で示すネットシート１４０の端部は実
線で示す樹脂枠体１１６が射出成形される際に張設状態で取付けられ、フレーム１１４の
前部位置に設置される。このようにネットシート１４０が配設されたシートバック１１２
に着座者が着座すると、図８（Ｂ）に示すように着座者Ｍの背中がネットシート１４０に
当たって支持される。この際、ネットシート１４０は着座者Ｍの着座姿勢状態に応じて後
方に撓んだ状態で支持される。そして、この後方への撓みにおけるネットシート１４０の
張力状態により着座状態のフィット感が得られる。
　なお、図８における符号１５０はシートバック１１２のサイド部を構成するパッド部位
を示している。支持面をネットシート１４０とする場合でも、ホールド性を確保するため
に、サイド部はパッド部位１５０で形成するものである。また、仮想線で示すネットシー
ト１４０及び樹脂枠体１１６は後述において本発明の課題を説明するための仮想構成位置
を示すものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
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【特許文献１】特開２０１０－２４０２７６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　通常、上記のように構成したネットシート１４０の面状弾性体の支持面においては、着
座状態におけるフレーム１１４に対する相対的な後方への落ち込みを抑制するために、ネ
ットシート１４０は強く張設されて樹脂枠体１１６に取付けられる。このようにネットシ
ート１４０が強く張設された状態で取付けられると、ネットシート１４０の後方への撓み
変形において抵抗感を感じることになり、着座状態での良好なフィット感が得られにくい
。
　このため、フィット感を改善するために、ネットシート１４０の面状弾性体を弱く張設
することが考えられる。しかし、ネットシート１４０を弱く張設すると着座状態における
支持面の後方への撓みが大きくなるため、その分だけ図８（Ａ）の仮想線で示すようにネ
ットシート１４０の配設位置と樹脂枠体１１６の設置位置をフレーム１１４の位置に対し
て相対的に前方位置とする必要がある。このように仮想線状態に樹脂枠体１１６とネット
シート１４０を配設することにより、図８（Ｂ）の仮想線で示すように着座状態における
後方への落ち込みを強い張力状態の場合と同じ位置とすることができ、かつ、着座者の支
持をネットシート１４０で抵抗感なく柔らかく行うことができてフィット感を良好なもの
とすることができる。
　ところで、ネットシート１４０の面状弾性体を強く張設した実線状態の場合と、弱く張
設した場合の仮想線状態とでは、その張力の違いにより図８（Ｂ）に示すように着座者Ｍ
の背中のネットシート１４０との接触面の接触長さが異なる。すなわち、実線で示す強く
張設した実線状態の場合には接触面長さはＬ１であり相対的に短いのに対して、仮想線で
示す弱く張設した場合にはＬ２であり相対的に長い。通常は、着座者Ｍの背中がネットシ
ート１４０に接触している状態はフィット感を良くするものであり、その接触面が多くな
るのはフィット感を良くするものである。
　しかし、逆に、着座者Ｍの背中がネットシート１４０と接触しなくなった点から樹脂枠
体１１６までの距離は、実線で示す強く張設した場合に比べ仮想線で示す弱く設定した場
合の方が短くなる。このため横揺れ等により着座者Ｍの身体が横移動した場合に樹脂枠体
１１６に当たって異物感を感じるようになり、乗り心地に影響を及ぼすことになる。特に
、いわゆる側突状態においては着座者Ｍが横移動した際に樹脂枠体Ｍに衝突してしまい衝
撃を受けることが生じる。
【０００５】
　而して、本発明は、上記に鑑みて創案されたものであって、本発明が解決しようとする
課題は、車両用シートの支持面を面状弾性体で構成した場合における着座状態でのフィッ
ト感を良好なものとしつつ、着座者の横移動時におけるその取付け枠体等への当接による
異物感をなくするか、ないしは軽減を図ることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明にかかる車両用シートは次の手段をとる。
　すなわち、本発明は、面状弾性体の端部を枠体に張設して取付けて着座者の支持面を形
成してなる車両用シートであって、前記枠体に取付けられる面状弾性体を該取付け位置よ
り着座者側の前方位置に張り出させて支持するガイド部材が該枠体への取付け位置より内
周部位置に配設されており、該ガイド部材の面状弾性体を張り出させて支持する端部は前
記枠体に対して支持面の幅方向に移動可能とされていることを特徴とする。
【０００７】
　上記本発明によれば、先ず、車両用シートの着座者の支持面を形成する面状弾性体は、
ガイド部材により枠体への取付け位置より着座者側の前方位置に張り出されて支持される
。これにより面状弾性体の配設位置を前述の図８（Ａ）の仮想線で示す場合と同様の位置
とすることができ、面状弾性体の張力を弱く設定することが可能となって、着座状態での
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着座者の面状弾性体との接触面長さも長くなるなどフィット感を良好なものとすることが
できる。
　そして、更に、本発明によれば、ガイド部材の面状弾性体を張り出させて支持する端部
は支持面の幅方向に移動可能とされている。これにより着座者が面状弾性体の支持面への
着座状態で、着座者に側突等により支持面の幅方向に移動しようとする作用力が生じると
、これに伴って着座者を支持する支持面を形成する面状弾性体も幅方向に撓み変形しなが
ら同じ方向に移動する。この際、ガイド部材の面状弾性体を支持する端部も同じ方向に移
動する。このガイド部材の支持端部の移動方向は着座者との当接を遠ざける方向の移動で
あり、その当接を防止することができて、異物感を感じることがない。ないしは当接した
としてもその当接衝撃の緩和を図ることができる。
【０００８】
　なお、上記本発明の手段は、次のような形態とするのが好ましい。すなわち、上記した
本発明の前記面状弾性体を取付ける枠体と、該枠体に取付けた面状弾性体を該取付け位置
より着座者側の前方位置に張り出させて支持するガイド部材とは別部材で構成されており
、該枠体とガイド部材とは共に当該車両用シートの骨格を形成するフレームに取り付けら
れているのが好ましい。
　本発明は上記のように、面状弾性体を取付ける枠体と面状弾性体を張り出させて支持す
るガイド部材とを別部材とすることにより、枠体とガイド部材を別々に作ることができる
。これにより予め面状弾性体を枠体に所定の張設状態で取付けることができる。そして別
に作ったガイド部材を先にフレームに取付けておき、その後、面状弾性体を張設した枠体
をフレームに取付けることができ、その取付け作業を容易に行うことができる。
【０００９】
　更に、上記本発明の手段は、次のような形態とするのが好ましい。すなわち、上記した
本発明の前記ガイド部材は前記フレームに取付け固定される基部と前記面状弾性を張り出
し方向に支持する支持部位とがインテグラルヒンジを介して接続構成されており、前記支
持部位はインテグラルヒンジを回動中心として支持面の幅方向に回動可能とされているの
が好ましい。
　上記の本発明によれば、支持部位が基部に対してインテグラルヒンジを介して回動可能
とされる極めて簡素な構成により、ガイド部材の支持端部の幅方向の移動構成を構成する
ことができる。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明は上述した手段とすることにより、車両用シートの支持面を面状弾性体で構成し
た場合における着座状態でのフィット感を良好なものとしつつ、着座者の横移動時におけ
るその取付け枠体等への当接による異物感をなくするか、ないしは軽減を図ることができ
る。
　なお、面状弾性体を取付ける枠体と面状弾性体を張り出させて支持するガイド部材とを
別部材とするときには、フレームへの枠体とガイド部材の取付けを別個に行うことができ
て、面状弾性体を張設して取付けるその取付け作業を容易に行うことができる。
　なお、ガイド部材を基部と支持部位とをインテグラルヒンジを介して回動可能に接続構
成するときには、ガイド部材の支持端部の幅方向の移動構成を回動可能とされる極めて簡
素な構成により構成することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施形態のシートバックの分解斜視図である。
【図２】シートバックに面状弾性体を張設して配設する樹脂枠体及びガイド部材の配設位
置状態を模式的に示す横断面図であり、（Ａ）は無負荷状態ないしは通常の着座状態時の
断面図、（Ｂ）は側突時の断面図である。
【図３】ガイド部材の断面図を示し、（Ａ）は無負荷状態ないしは通常の着座状態時の断
面図、（Ｂ）は側突時の断面図である。
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【図４】ガイド部材をシートバックのバックフレームに取付ける状態を示す斜視図である
。
【図５】樹脂枠体をシートバックのバックフレームに取付ける構成を示す断面図である。
【図６】ガイド部材を示す斜視図である。
【図７】ガイド部材の変形例を示す斜視図である。
【図８】図２に対応した従来のシートバックに面状弾性体を張設して配設した横断面図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下に、本発明を実施するための形態を、図面を用いて説明する。なお、この説明にお
いて、上下、左右、前後等方向表示は、車両用シートに着座した着座者から見た場合の方
向を示している。
【００１３】
　図１はシートバック１２の分解斜視図を示す。車両用シート１０は、一般に、着座者の
座部となるシートクッションと、着座者の背凭れとなるシートバックと、着座者の頭部を
受けるヘッドレストとから構成されている。これら車両用シート１０の各構成部材の着座
者を支持する支持面がネットシート等の面状弾性体で形成される。本実施形態では、図１
に示すシートバック１２に構成される着座者の背凭れとなる支持面がネットシート４０の
面状弾性体で構成される場合を代表として説明する。
　図１に示すように、ネットシート４０の面状弾性体は、シートバック１２の骨格を形成
する枠状のバックフレーム１４の前面に配設される。バックフレーム１４は両側に配設さ
れるサイドフレーム１４Ｓ、１４Ｓと、このサイドフレーム１４Ｓ、１４Ｓの上方を連結
して配設されるアッパーフレーム１４Ｕと、下方を連結して配設されるロアーフレーム１
４Ｌとが枠状に形成されて構成されている。この枠状のバックフレーム１４の前面を覆う
ようにネットシート４０が配設されている。ネットシート４０は樹脂枠体１６に取付けら
れてバックフレーム１４に取付けられている。
【００１４】
　図２はネットシート４０のサイドフレーム１４Ｓ箇所における取付け状態を模式的に横
断面図で示されたものである。図２に示されるようにネットシート４０はバックフレーム
１４のサイドフレーム１４Ｓに対して樹脂枠体１６とガイド部材１８により張設されて取
付けられる。後述において詳述するガイド部材１８は、樹脂枠体１６のサイドフレーム１
４Ｓに対する取付け位置より内方側に配設されてサイドフレーム１４Ｓに取付けられてい
る。ネットシート４０の樹脂枠体１６への取付けは、樹脂枠体１６の射出成形時にネット
シート４０の端部を成形型内に位置させて射出成形と同時に固定して取付けるものである
。なお、本実施形態では樹脂枠体１６とガイド部材１８とは別部材として構成されている
。また、支持面をネットシート４０とする場合でも、ホールド性を確保するために、図２
（Ａ）に仮想線で示すようにシートバック１２のサイド部はパッド部位５０で形成されて
いる。したがって、樹脂枠体１６及びガイド部材１８はこのパッド部位５０の内部に組み
込まれた状態で配置されている。
【００１５】
　樹脂枠体１６のバックフレーム１４への取付け固定は、次に説明する二つの取付け方法
により行われている。先ずは、図１に示されるように、両側のサイドフレーム１４Ｓ、１
４Ｓのそれぞれ２箇所の計４箇所に一体的に取付けられた取付ブラケット２０を、樹脂枠
体１６に一体成形された４個のナット部位２２に当てがって、ボルト等のねじ締結部材２
４により締結することにより行われている。次に、図５に示すように、断面Ｌ字形の樹脂
枠体１６の内面側に固定ピース２６が接着等により固定されて取付けられており、この固
定ピース２６に形成された係止爪２６Ｔがサイドフレーム１４Ｓに形成された係止孔２８
に係止されて取付けられている。なお、サイドフレーム１４Ｓに形成された係止孔２８は
、図１には示されていないが、取付ブラケット２０が設けられる位置近くのサイドフレー
ム１４Ｓに設けられているものである。
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【００１６】
　ガイド部材１８は図２、図３、及び図６に示される形状で構成されている。なお、これ
らいずれの図においても（Ａ）図で示すのは無負荷状態ないしは通常の着座状態時におけ
る形状形態を示しており、（Ｂ）図で示すのは側突時における形状形態を示している。
　図３（Ａ）に基づいて説明する。ガイド部材１８は樹脂製またはゴム製で形成されてい
る。そして、基部１８Ａと支持部位１８Ｂとから成っており、インテグラルヒンジ１８Ｃ
により両者１８Ａと１８Ｂは一体的に接続されて構成されている。すなわち、ガイド部材
１８は基部１８Ａに対してインテグラルヒンジ１８Ｃを介して断面細長形状の支持部位１
８Ｂが突設した形態として形成されており、自由状態（無負荷状態）では支持部位１８Ｂ
の先端部１８Ｂａが図３（Ａ）で見て左方向に傾倒した形態となっている。なお、この先
端部１８Ｂａは、図２（Ａ）に示すように、シートバック１２の前面にネットシート４０
が張設される際、ネットシート４０を張り出して支持する端部となるものである。
　図６（Ａ）及び（Ｂ）はガイド部材１８単品の全体図を示すものであり、このガイド部
材１８は図４に示すようにしてバックフレーム１４のサイドフレーム１４Ｓ箇所に取付け
られる。図４に示されるように、ガイド部材１８は上下方向に配設されるサイドフレーム
１４Ｓの略中央部位置に配設されて取付けられる。その取付けのため、図４（Ａ）に示す
ようにサイドフレーム１４Ｓにはガイド部材取付孔３０が形成されており、このガイド部
材取付孔３０に、図６（Ｃ）に示されるガイド部材１８の基部１８Ａの裏面の一方の係止
片１８Ａａが、図４（Ｂ）及び図３（Ａ）に示されるように挿入嵌合して取付け固定され
る。なお、図６（Ｃ）はガイド部材１８を裏面側から見た図であり、この図からも分かる
ように、基部１８Ａの裏面側の他方側にも他方の係止片１８Ａｂが設けられており、この
他方の係止片１８Ａｂは図３（Ａ）に示されるようにサイドフレーム１４Ｓの端部に巻き
込み係止されて取付けられる。
【００１７】
　図６（Ｄ）は前述した図６（Ｃ）に対応した図であり、図６（Ｃ）に示す取付け状態の
変形例を示す。この変形例は、基部１８Ａの裏面の一方の係止片１８Ａａをボルト３２に
よってもサイドフレーム１４Ｓに取付けるものである。このため、一方の係止片１８Ａａ
にはボルト３２を取付けるためのボルト挿通孔３４が形成されている。
　図７はガイド部材１８自体の変形例を示す。この変形例は、ガイド部材１８の基部１８
Ａの形状が平坦形状部位として形成されたものである。その他の支持部位及びインテグラ
ルヒンジの形状は前述した図３及び図６の同様の構成である。この変形例における平坦形
状部位の基部１８Ａは、その底面が接着等により図７（Ｃ）に示すようにサイドフレーム
１４Ｓに固定されて取付けられる。図７（Ｄ）及び（Ｅ）はその取付けにおける更に変形
例を示すものであり、前述の接着固定と共にボルト３６により固定して、より強固に取付
けるものである。なお、図７（Ａ）及び（Ｂ）の図示状態は、従前の説明と同じように、
（Ａ）図には無負荷状態ないし通常の着座状態時における形状形態を示しており、（Ｂ）
図には側突時における形状形態を示している。
【００１８】
　上述のようにしてサイドフレーム１４Ｓに取付けられる樹脂枠体１６とガイド部材１８
の配置関係は図２に示される配置関係となる。図２（Ａ）は通常の着座状態時を示してい
る。この図から分かるようにサイドフレーム１４Ｓの前部位置にガイド部材１８が取付け
られており、ネットシート４０を取付けた樹脂枠体１６が、図２（Ａ）で見て、サイドフ
レーム１４Ｓの右側位置の外方位置に配設されてサイドフレーム１４Ｓに取付けられてい
る。この取付け位置関係において、ネットシート４０が樹脂枠体１６に取付けされる位置
とサイドフレーム１４Ｓとの位置関係は、図２（Ａ）の前後方向の位置関係で見て、サイ
ドフレーム１４Ｓの前部位置とネットシート４０の樹脂枠体１６への取付け位置とはほぼ
同じ位置となっている。
　このため、ネットシート４０の面状弾性体はサイドフレーム１４Ｓの前部に取付けられ
たガイド部材１８の支持部位１８Ｂの先端部１８Ｂａが前方に突出して位置する分だけ、
サイドフレーム１４Ｓ及びネットシート４０の樹脂枠体１６への取付け位置より前方位置
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として張設されて取付けられる。このようにネットシート４０を前方位置として取付ける
ことにより図８の仮想線の場合と同様にネットシート４０の張力を弱く設定することが可
能となる。これによりネットシート４０の支持面による着座者Ｍの背中の支持は、ネット
シート４０の支持面を後方へ大きく撓ませて支持することができ、フィット感良く支持さ
れる。比較のために、図２（Ａ）に従前のネットシート４０の通常の張設状態の場合が破
線で示されている。この破線で示される場合と比較して分るように、本実施形態における
場合の着座者Ｍの背中のネットシート４０との接触面の長さＬ２は，破線の場合の長さＬ
１より長く、この点からもフィット感が良くなる。
【００１９】
　図２（Ａ）に示す通常の着座状態において、車両の側突が生じると、その衝撃作用力に
より着座者Ｍの身体は図２（Ｂ）に示す白抜き矢印のように右方向に移動する。この着座
者Ｍの身体の移動に伴って着座者Ｍを支持しているネットシート４０も全体的に右方向に
撓み移動する。そして、このネットシート４０の右方向への撓み移動に伴って、ネットシ
ート４０をその先端部１８Ｂａで支持していたガイド部材１８の支持部位１８Ｂはインテ
グラルヒンジ１８Ｃ箇所を支点として図２（Ｂ）で見て右方向に回動移動する。この支持
部位１８Ｂの回動移動方向は側突時に移動する着座者Ｍの身体の移動方向と同じ方向であ
り、着座者Ｍの身体の当接を避ける動きとなっている。このため、着座者Ｍの身体がガイ
ド部材１８に当接するのを防止することができる。ないしは、当接したとしてもその当接
衝撃を緩和することができるものである。この結果、従来のように側突時等において異物
感を感じることがない。
【００２０】
　なお、上記した本実施形態の場合は、ネットシート４０を取付ける樹脂枠体１６とネッ
トシート４０を張り出し支持するガイド部材１８とは別部材で構成されている。これによ
り、サイドフレーム１４Ｓへの両者１６と１８の取付けにおいて、先に、ガイド部材１８
をサイドフレーム１４Ｓの前部位置に取付けておいて、その後、ネットシート４０を取付
けた樹脂枠体１６をサイドフレーム１４Ｓに取付けることができるので、ネットシート４
０を張設して取付ける作業を容易に行うことができる。
【００２１】
　以上、本発明の実施形態を説明したが、本発明は上記実施形態のほか各種の形態で実施
することができるものである。
　例えば、上記実施形態では面状弾性体はネットシートであったが、その他平面形状で弾
性力を有する材質のものであれば良い。
　また、上記実施形態では、ネットシート等の面状弾性体による支持面が車両用シートの
シートバックに形成される場合であったが、その他、シートクッションの支持面や、ヘッ
ドレストの支持面にも適用できるものである。
　また、上記実施形態では、樹脂枠体とガイド部材とが別部材で形成されたものであった
が、一体的に形成するものであっても良い。更には、これら部材を取付けるフレームが樹
脂製とされる等の場合には、フレームとも一体として形成することも可能である。
　また、上記実施形態におけるガイド部材の基部と支持部位とはインテグラルヒンジを介
して一体接続された構成のものであったが、支持部位を別体構成として基部に対して支持
面の幅方向に移動可能に配設する構成のものであっても良い。
【符号の説明】
【００２２】
　１０　　車両用シート
　１２　　シートバック
　１４　　バックフレーム
　１４Ｓ　サイドフレーム
　１４Ｕ　アッパーフレーム
　１４Ｌ　ロアーフレーム
　１６　　樹脂枠体
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　１８　　ガイド部材
　１８Ａ　基部
　１８Ｂ　支持部位
　２０　　取付ブラケット
　２２　　ナット部位
　２４　　ねじ締結部材
　２６　　固定ピース
　２６Ｔ　係止爪
　２８　　係止孔
　３０　　ガイド部材取付孔
　３４　　ボルト挿通孔
　４０　　ネットシート（面状弾性体）
　５０　　パッド部位
                                                                                

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】 【図７】
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